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　新個体が生まれて世代が継承されるためには，
生殖腺で作られた配偶子（精子と卵子）が生殖路
を経て，互いに出会う必要がある。出会いの後
に，精子が卵子の細胞膜と融合して細胞質内に進
入する（見方を変えれば卵子が精子を受け入れ
る），すなわち受精が起こることが必須である。
受精後，受精卵（初期胚）の中では，配偶子の核
が互いに出会い，融合（核融合）することが必須
である。核融合時点が真の意味での受精の成立で
あり，新個体の第 1回目の体細胞分裂の開始であ
る。
　配偶子には，生殖腺で作られてから核融合に至
るそれぞれの過程がうまく進行するために必要な
様々の分子が備えられている。それらの分子は，
生殖腺内で産生される過程，生殖路を通過する過
程，出会う過程，膜融合する過程，核融合に至る
過程で，時空間的に精妙に制御され，最適な時期
に相互作用する必要がある。この講演では，その
中から，配偶子が出会い，膜融合する過程，核融
合に至る過程で起こる出来事を，幾つかの分子と
精子と卵子の挙動に注目し，蛍光画像や動画を交
えて解説する。
　配偶子が出会う過程は卵管膨大部であり，長い
マラソンレースの終盤に至った精子が，排卵され
た直後の卵子（二次卵母細胞･第二減数分裂中期）
の周囲にある卵丘細胞を通過して，透明帯に到達
するところがハイライトである。この時点で，精
子は，細胞学的には細胞膜と外先体膜が融合して
起こるエキソサイトーシスexocytosisを行い，多
くの加水分解酵素を含む先体内容物を外界に放出
する。これを先体反応という。この現象について
解説する。次に，先体反応を終えた精子は，透明
帯を通過して，卵子細胞膜と融合する必要があ
る。この膜融合に関わる卵子側の分子はCD9と
言われている。精子側の分子は，Izumoと言われ
ている。しかし，これらの分子だけでは，膜融合
現象を完全に説明することはできない。演者ら
は，Equatorinという精子先体内分子がこの過程
に深く関わる可能性について，研究している。そ
の解析例について解説する。最後に，膜融合から
核融合までを解説する。膜融合が起こると，それ
まで静かであった卵子が，精子との膜融合によっ
て長い眠りから醒めたように，突然元気になる。
この現象を卵子の活性化という。卵子の活性化
は，精子由来の分子によって引き起こされる。こ
の分子は，卵子由来のフォスフォリパーゼCゼー
タphospholipase Czeta （PLCζ）と言われている。
しかし，この遺伝子を欠損させる（ノックアウト
する）と，すなわちPLCζKOマウスをつくると，
精子形成が異常となり，精子が産生されなかっ
た。したがって，PLCζの関与が不明となり卵活
性化のメカニズムはわからなくなった。卵子の活
性化が起こると，精子と卵子の核（一倍体）は，
それぞれ前核を作る。すなわち，男性前核と女性
前核が形成される。雌雄前核は，卵子の表層（皮
質部）で形成されるが，やがて卵子内で形成され
た微小管に引かれて，中央部に移動する。そこで，
雌雄前核の核膜は崩壊し，ゲノムを含む染色体が
裸になって向かい合い，長い間お互いが見つめて
あってから，一体化する。すなわち，核融合が起
こる。新個体の最初の分裂の開始である。
　精子と卵子が出会ってから，核融合が起こるま
では，マウスの生体内実験では約 3時間程度が必
要である。この間の現象を高解像顕微鏡や共焦点
走査型顕微鏡による蛍光像や電子顕微鏡像で示し
ながら，タイムラプスの動画像として 1分程度の
時間に凝縮して示す。また，これらの正常な現象
の破綻である不妊症例を示す。
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